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人口・世帯数の推移 

 平成２年 
(1990) 

平成７年 
(1995) 

平成 12 年 
(2000) 

平成 17 年 
(2005) 

平成 22 年 
(2010) 

平成 27 年 
(2015) 

令和 2 年 
(2020) 

総人口 人 39,134 39,449 38,842 38,630 37,817 38,556 34,865 

総世帯数 世帯 10,837 11,756 12,021 12,594 13,227 15,209 13,875 

１世帯当たり 
人員 人/世帯 3.60 3.36 3.23 3.07 2.86 2.54 2.51 

【出典】総務省「国勢調査」 
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世帯数の推移 

 平成 12 年 
(2000) 

平成 17 年 
(2005) 

平成 22 年 
(2010) 

平成 27 年 
(2015) 

令和 2 年 
(2020) 

一般世帯数 
世帯 12,015 12,584 13,211 15,176 13,859 

％ - - - - - 

 

65 歳以上の高齢者がいる世帯 
（一般世帯数に占める割合） 

世帯 5,700 6,099 6,388 7,065 7,006 

％ 47.44% 48.47% 48.35% 46.55% 50.55% 

 単身世帯 
（高齢者世帯に占める割合） 

世帯 770 943 1,172 1,602 1,658 

 ％ 13.51% 15.46% 18.35% 22.68% 23.67% 

 高齢夫婦のみの世帯 
（高齢者世帯に占める割合） 

世帯 984 1,086 1,202 1,515 1,605 

 ％ 17.26% 17.81% 18.82% 21.44% 22.91% 

 その他 
（高齢者世帯に占める割合） 

世帯 3,946 4,070 4,014 3,948 3,743 

 ％ 69.23% 66.73% 62.84% 55.88% 53.43% 

【出典】総務省「国勢調査」 
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7,006世帯
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夫婦のみの世帯

1,605世帯

22.9％

単独世帯

1,658世帯

23.7％

その他の世帯

3,743世帯

53.4％

高齢者を含む世帯の割合 
（令和２年）

 

高齢者を含む世帯の家族類型の割合 
（令和２年）
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住宅数・空き家数・空き家率の推移 

    平成 15 年 
(2003) 

平成 20 年 
(2008) 

平成 25 年 
(2013) 

平成 30 年 
(2018) 

令和 5 年 
(2023) 

全

国 

住宅数(戸) 53,890,900 57,586,000 60,628,600 62,407,400 65,046,700 

空き家数(戸) 6,593,300 7,567,900 8,195,600 8,488,600 9,001,600 

空き家率 12.20% 13.10% 13.52% 13.60% 13.84% 

福

島

県 

住宅数(戸) 781,800 808,200 782,300 861,300 862,900 

空き家数(戸) 96,200 105,000 91,800 123,500 131,000 

空き家率 12.30% 12.99% 11.73% 14.34% 15.18% 

相

馬

市 

住宅数(戸) 13,950 15,030 15,090 18,270 16,200 

空き家数(戸) 1,800 1,920 2,070 2,910 3,040 

空き家率 12.90% 12.77% 13.72% 15.93% 18.77% 

【出典】総務省「住宅・土地統計調査」 

  

用語の解説＜住宅＞ 
【出典】総務省「住宅・土地統計調査 用語の解説」
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相馬市における空き家の推移 

  住宅総数 空き家総数 

        

賃貸・売
却用及び
二次的住
宅を除く
空き家 

賃貸用の
空き家 

売却用の
空き家 

二次的 
住宅 

平成 20 年 
(2008) 

戸 15,030 1,920 980 890 20 30 

％ - 12.77% 7.50% 6.81% 0.15% 0.23% 

平成 25 年 
(2013) 

戸 15,090 2,070 1,050 940 40 40 

％ - 13.72% 8.10% 7.25% 0.31% 0.31% 

平成 30 年 
(2018) 

戸 18,270 2,910 1,190 1,540 30 140 

％ - 15.93% 6.51% 8.43% 0.16% 0.77% 

令和 5 年 
(2023) 

戸 16,200 3,040 1,490 1,470 50 20 

％ - 18.77% 9.20% 9.07% 0.31% 0.12% 

（参考） 
R5 福島県 

戸 862,900 131,000 62,600 60,800 3,900 3,700 

％ - 15.18% 7.25% 7.05% 0.45% 0.43% 

（参考） 
R5 全国 

戸 65,046,700 9,001,600 3,856,000 4,435,800 326,200 383,500 

％ - 13.84% 5.93% 6.82% 0.50% 0.59% 

【出典】総務省「住宅・土地統計調査」 

空き家数・空き家率の推移 
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（戸）



8 

 

（参考）「空家等」「空き家」の定義 

 空家等対策特別措置法の「空家等」 住宅・土地統計調査の「空き家」 

根拠法等 空家等対策特別措置法 統計法に基づく基幹調査 
住宅・土地統計調査規則に基づく 

対象 
建築物 またはそれに付 属 する工 作
物で、居住その他の使用実績がないも
の 

人が住んでいない「住宅」 
※日常生活を送れない、いわゆる廃屋は 

対象外 

居住・使用実績
の判断基準 概ね 1 年以上使用実績がない 概ね 3 か月以上住んでいない 

アパート等の
共同住宅 

その建物全てが空き部屋＝1 件 
※1 部屋でも使用実績があれば 

空家ではない 
1 つの空き部屋＝1 件 

調査期間 任意 5 年ごと（最新：令和 5 年度） 
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【水道企業団の給水区域内】 【水道企業団の給水区域外】 

水道企業団の給水区域内の現地調査箇所 

水道企業団の給水区域内

の行政区⾧への資料照会

結果による空家候補箇所 
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Ⅰ そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態 【安全面】 

Ⅱ そのまま放置すれば著しく衛生上有害となるおそれのある状態  【衛生面】 

Ⅲ 適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態 【景観面】 

Ⅳ その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態 【環境面】 

 

1．基本情報（必須）

 不明

2．空家判定項目（必須）

 無し

 無し

判定結果   空家ではない  空家

洗濯物  有  無

進入防止措置  有  無

電気メーター  動いている  動いていない  確認できない

ガスメーター  動いている  動いていない  確認できない

調査項目 選択項目

管理者看板  有  無

倉庫・蔵 その他

付属屋の有無 有 無

調査項目 選択項目

階数  1階  2階 3階以上

構造  木造
  鉄筋コンク

  リート造
鉄骨造

建物用途 住宅等
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3．そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態【安全面】

基礎点

（1）
構造躯体の不同沈

下
100 なし、軽微

著しい躯体、屋

根の落ち込み

小屋組の破壊、建物

全体の沈下

（2） 建物の傾斜 100 傾斜なし 軽微な傾斜あり 大きく傾斜している

（3）
基礎・土台の腐

朽、破損、変形
50

なし、わずか

にひび割れが

ある

基礎・土台の仕

上材が剥落して

いる、土台の一

部が腐朽してい

る

基礎の破断・不陸・

局部破壊

（4） 基礎と土台のずれ 50 なし、軽微 完全にずれている

（5）

屋根の変形・屋根

ふき材の剥落・延

焼の危険性

50
なし、瓦の一

部ずれ・破損

屋根が変形し、

瓦・スレートの

破損・著しいず

れ

屋根が著しく変形

し、屋根仕上全面に

わたり大きな変形、

亀裂、剥落あり

（6）
軒、雨樋の破損・

たれ下がり
30 なし、軽微

たれ下がり・破損あ

り

（7）

外壁の仕上材料の

剥落・腐朽・破損

による下地の露出

50
なし、外壁に

ひび割れ

外壁の仕上材の

剥離・一部脱落

外壁の仕上材が全体

的に脱落・破損し、

穴が空いている

（8）

外壁のモルタル・タ

イル等の外装材の浮

き

30 なし、軽微 浮き有り
浮きが大きい落下の

危険有

看

板

・

給

湯

設

備

（9）
看板・給湯設備の

転倒・損傷・脱落
30 なし、軽微

転倒・損傷・脱落あ

り

（10）

屋外階段・バルコ

ニーの腐食・破

損・脱落・傾斜

50 なし、軽微 一部腐食 傾斜・広範囲の腐食

（11）
門・塀のひび割

れ・破損・傾斜
30 なし、軽微 傾斜・破損している

擁

壁

の

状

態

（12）
擁壁の

ひび割れの発生
10

なし、水抜き

穴が詰まって

いる

表面から水がし

み出し、一部ひ

び割れが発生し

ている

表面が脱落し、内部

の土砂が露出・流出

している

屋

外

階

段

・

門

塀

建

物

の

倒

壊

等

Aランク(×0) Bランク(×0.5) Cランク(×1.0)

屋

根

・

外

壁

等

の

脱

落

・

飛

散

等

調査項目
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4．そのまま放置すれば著しく衛生上有害となるおそれのある状態【衛生面】

基礎点

ご

み
（13）

ごみ等の放置等によ

る悪臭・虫の発生
50 なし ごみ有 悪臭・虫発生

調査項目 Aランク(×0) Bランク(×0.5) Cランク(×1.0)

5．適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態【景観面】

基礎点

（14）

窓ガラスの割れ・

カーテン・障子の

損傷

50 なし
カーテン・障子

の損傷
窓ガラスの割れ多数

（15）

敷地内の植栽が建

築物全面を覆う程

度の繁茂

50 なし 一部 全面

Bランク(×0.5) Cランク(×1.0)

周

囲

の

景

観

と

不

調

和

調査項目 Aランク(×0)

6．その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態【環境面】

基礎点

立

木

が

原

因
（16）

立木による通行障

害
30

なし、枝等の

散乱
通行に障害あり

動

物

等

が

原

因

（17）

動物のふん尿その

他の汚物の放置に

よる臭気の発生

30 なし、軽微

ふん尿その他の汚物

が放置され臭気が発

生している

門扉が施錠不可、

窓ガラスの割れ

等、不特定の者が

容易に侵入できる

状態

30 なし 該当する

周辺の道路、家屋

の敷地等への土砂

等の大量流出

50 なし、軽微 該当する

敷地内に大量の可

燃物（火災の危険

性）

50 なし、軽微 該当する

（19）
建物が倒壊した場

合の周辺への影響
50 なし

破片が周囲や道

路に散乱

隣接する建物等に大

きく影響

不

適

切

な

管

理

が

原

因

（18）

調査項目 Aランク(×0) Cランク(×1.0)Bランク(×0.5)
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①水道企業団の給水区域内    

現地調査対象件数 
   

空家候補 空家ではない 調査不能 

1,149 件 

（うち現地追加分：68 件） 

 （うち市情報分：3 件） 

320 件 793 件 36 件 

     

②山上地区（水道企業団の給水区域内含む）   

現地調査対象件数 
   

空家候補 空家ではない 調査不能 

32 件 11 件 20 件 1 件 
     

③玉野地区     

現地調査対象件数 
   

空家候補 空家ではない 調査不能 

59 件 

（うち現地追加分：3 件） 
31 件 17 件 11 件 

     

④Google Map との位置確認による追加（水道企業団の給水区域内） 

現地調査対象件数 
   

空家候補 空家ではない 調査不能 

90 件 

（うち現地追加分：5 件） 
17 件 72 件 1 件 

     

⑤行政区⾧の照会結果による追加（水道企業団の給水区域内）  

現地調査対象件数 
   

空家候補 空家ではない 調査不能 

43 件 43 件 0 件 0 件 

  
 

  

     

⑥相馬市全域の空家候補件数（①＋②＋③＋④＋⑤）  

現地調査対象件数 
   

空家候補 空家ではない 調査不能 

1,373 件 422 件 902 件 49 件 
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問番号 設問 備考 

－ 回答者の氏名、住所、本人または代理 記述式 

問 1 当該建物の使用状況、 

（使用していない場合）空家となった時期 

 

問 2 （空家ではない場合）建物の現状 問 1 で「空家ではない」
の回答者のみ回答 

問 3 建物の現状 以降、問 1 で「空家であ
る」の回答者が回答 

問 4 付属屋の有無  

問 5 空家となったきっかけ  

問 6 建物の維持管理  

問 7 管理の頻度  

問 8 建物の今後の予定  

問 9 困っていること 複数回答 

問 10 必要と考える市からの支援 複数回答 

問 11 相馬市空家バンクの認知度  

問 12 空家バンクへの登録意思  

問 13 （登録を希望しない場合）その理由 複数回答 

問 14 自由意見  
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問１ 建物の使用状況 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

問３ 「空家である」建物の現状 
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問３ （空家である）建物の現状
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問５ 建物が空家となったきっかけ 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

問６ 建物の維持管理状況 

 

回答 回答数

１．別の住居へ転居した 20件

２．別に住宅を新築した 3件

３．転勤等で⾧期不在 1件

４．賃借人等の入居者が退去した 17件

５．相続したが入居していない 24件

６．居住用に取得したが入居していない 1件

７．使用者が施設等入所・入院または死亡 58件

８．震災による損傷 19件

９．その他 16件

総計 159件

38件, 23.9%

60件, 37.7%

1件, 0.6%

53件, 33.3%

7件, 4.4%

問６ 建物の「維持・管理」

１．定期的に自ら又は関係者が点検

２．不定期に自ら又は関係者が点検

３．専門管理業者に委託

４．ほとんど何もしていない

５．その他
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問７ 建物の維持管理の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 建物の今後の予定・意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8件, 8.1%

24件, 24.2%

45件, 45.5%

12件, 12.1%

5件, 5.1%

2件, 2.0% 3件, 3.0%

問７ 維持管理の頻度

１．１週間に１回程度

２．１ヶ月に１回程度

３．１年に数回程度

４．１年に１回程度

５．数年に１回程度

６．わからない

７．その他

3件, 1.9%

51件, 32.1%

11件, 6.9%
38件, 

23.9%

25件, 15.7%

3件, 1.9%

14件, 8.8%

14件, 8.8%

問８ 建物の今後について

１．自分又は家族、親族が住む

２．売却したい

３．貸家として運用したい

４．解体したい

５．予定なし（現状のまま）

６．子や孫に任せる（相続する）

７．わからない

８．その他
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問９ 建物で困っていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 市に望む支援（複数回答） 

 

 

 

  

25人

49人

43人

99人

17人

0人 50人 100人 150人

１．リフォームに対する支援

２．空家の有効活用例や支援内容の情報…

３．公的な機関による借り上げ制度

４．解体費用の支援

５．その他

問10 市に望む支援
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問 12 相馬市空家バンクへの登録希望の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 相馬市空家バンクへ登録を希望しない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

57件, 35.8%

96件, 60.4%

6件, 3.8%

問12 「空家バンク」への登録

１．希望する

２．希望しない

３．無回答


